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３
月
定
例
会
は
３
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開

会
し
ま
し
た
が
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
等
か
ら
、
審
議
時
間
を
延
長
し
た
中

で
日
程
を
繰
上
げ
、
15
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
平
成
23
年
度
当
初
予
算
を
中
心

に
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
24
件
で
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
３
件
は
採
択
、
議
員
発
議
と
し
て
非
核
・
平
和
の
ま
ち
宣
言

に
関
す
る
決
議
案
等
４
件
の
提
案
が
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質

問
に
は
８
人
の
議
員
が
12
項
目
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
質
し
ま
し

た
。（
８
ペ
ー
ジ
か
ら
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

地
域
資
源
を
活
か
し

地
域
資
源
を
活
か
し

ま
ち
の
活
性
化
を

ま
ち
の
活
性
化
を
!!

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
米
粉
製
粉
機

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
米
粉
製
粉
機

中での集中審議
原発事故

中での集中審議
原発事故

中での集中審議
6,488万円の予算を可決6,488万円の予算を可決

放射性物質汚染に対する緊急要請放射性物質汚染に対する緊急要請
　地震災害に対する県町村議長会の要望は３月15日付で全国町村議会議長会長あて提
出されましたが、その後に原乳、葉物野菜の放射性物質汚染による出荷停止等の指示
があったことから、石川地方町村議会議長会として３月24日付で下記の事項を記した
要望書を福島県町村議会議長会長あて提出し、県議会での採択と国等への働きかけを
強めるよう要請しました。　　

1、農畜産物の監視体制の強化とともに風評被害の徹底防止
2、出荷規制農畜産物並びに出荷自主規制農産物に対しての適切な補償
3、保証額確定までの融資制度の創設並びに利息分の補填
4、制度資金等借入金返済の猶予
5、農業復興に向けた具体的な支援策の早期策定と全面的な支援

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。



緊迫した状況の　
東日本大震災・福島第１　　

緊迫した状況の　
東日本大震災・福島第１　　

緊迫した状況の　
総額54億　　総額54億　　

地方交付税
45.6％

町税
11.9％

町債（借金）
11.4％

その他
15.4％

歳　入
39億9,500万円

歳　入歳　入

23年度一般会計予算

地方交付税
45.6％

町税
11.9％

町債（借金）
11.4％

その他
15.4％

分担金・負担金
2.6％
分担金・負担金
2.6％

4億5,430万円

6億1,963万円

1億333万円

4億7,355万円

18億2,000万円

5億2,419万円

国県支出金
13.1％
国県支出金
13.1％

4億

歳　出
39億9,500万円

歳　出
5億2,495万円

3億6,559万円

2億7,008万円

5億4,694万円

8億9,066万円

7億4,413万円
6億5,265万円

歳　出

物件費
（委託・備品等）

16.3％

公債費
（借金返済）
13.1％

物件費
（委託・備品等）

16.3％

公債費
（借金返済）
13.1％

人件費
（職員給与等）
18.6％

人件費
（職員給与等）
18.6％

建設事業費
（道路改良等）
22.3％

建設事業費
（道路改良等）
22.3％

補助費等
（消防ごみ負担等）

13.7％

補助費等
（消防ごみ負担等）

13.7％

扶助費
（子ども手当等）

6.8％

扶助費
（子ども手当等）

6.8％

その他
（繰出金等）
9.2％

その他
（繰出金等）
9.2％

３ ふるどの議会だより　第115号
平成23年４月20日発行

※質疑は４ページに掲載しました。

会　計　名 予算額 前年度比 採決の状況

一　般　会　計 39億9,500万円 12.9% 賛成11、反対1で可決

特　

別　

会　

計

国民健康保険 6億5,641万円 △9.5% 賛成10、反対2で可決

簡 易 水 道 1億171万円 18.0% 全員賛成で可決

農業集落排水事業 7,145万円 △2.0% 〃

林業集落排水事業 2,519万円 9.0% 〃

介 護 保 険 5億6,011万円 3.0% 〃

後期高齢者医療 5,501万円 △1.8% 〃

23年度各会計の予算額と採決の状況
(金額は１万円以上を表示)

災害支援として町へ義援金を送る
（町議会）
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新
年
度
予
算
の

　
　
　
　

特
徴
は

前
年
度
予
算
よ
り

４
億
５
千
万
円
の
増
額

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
39
億
９
５
０
０
万

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

12
・
９
％
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
税
収
、
負
担
金

な
ど
が
減
と
な
り
、
国
県
支

出
金
が
増
と
な
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
子
ど
も
手
当

子
宮
頚
が
ん
等
助
成
、
町
民

プ
ー
ル
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

ー
設
置
、
米
粉
普
及
推
進
事

業
や
緊
急
雇
用
創
出
、
幼
保

一
体
化
施
設
整
備
、
道
路
網

の
環
境
整
備
、
千
年
の
森
育

成
と
町
産
材
利
用
住
宅
建
築

支
援
事
業
等
と
森
林
を
核
と

し
た
産
業
の
振
興
に
積
極
的

に
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

主　な　新　規　事　業

780

米の消費拡大と、米粉の利用促進
のために製粉機を導入。

万
円

米粉普及推進事業

250

校庭をクッション性のある芝生に
することにより、けがの防止、体
力向上、情操教育の向上を図る。

万
円

古殿小学校校庭芝生化事業

600 5200

宅地化促進、家を建て替える際の
がけ地対策工事費等を助成。

子育て支援の充実と、安心・安全
のために幼保一体施設を整備する
ための調査・実施設計委託料。

万
円

万
円

既成宅地防災工事助成事業 幼保一体化施設整備事業

619

子宮頚がん、ヒブ、小児肺炎球菌
の予防接種で全額を助
成。 万

円

３ワクチン接種助成事業 
（子宮頚がん・インフルエンザ菌b型・
　肺炎球菌）

1億5000万
円

町民プールバイオマス
ボイラー設置事業 
町民プールに環境にやさしい新エ
ネルギーバイオマスボイラーを設
置。

がけ地対策工事がけ地対策工事 保育所園児保育所園児

芝生化（県北の小学校）芝生化（県北の小学校）

　
　
　

広
告
料
が
１
９
０
０
万
円

　
　
　

と
増
え
て
い
る
が
、
そ
の

要
因
は
何
か
。

　
　
　

23
年
度
開
校
の
古
殿
小
学

　
　
　

校
に
係
る
新
聞
を
中
心
と

し
た
広
告
を
見
込
ん
だ
予
算
で
す
。

　
　
　

チ
エ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
文
化

　
　
　

祭
事
業
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　
　

国
際
森
林
年
で
あ
る
こ
と

　
　
　

か
ら
、
今
ま
で
よ
り
も
規

模
を
拡
大
し
、
県
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
支
援
を
受
け
県
外
に
も
呼
び
掛

け
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

児
童
福
祉
費
の
賃
金
は
、

　
　
　

新
年
度
か
ら
始
ま
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
の
賃
金

と
思
う
が
何
人
分
か
。

　
　
　

４
人
分
の
予
算
で
す
。

　
　
　

林
地
残
材
搬
出
利
用
促
進

　
　
　

事
業
は
、
当
初
の
計
画
通

り
利
用
が
促
進
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

緊
急
雇
用
対
策
で
県
の
森

　
　
　

林
環
境
税
を
活
用
し
林
業

事
業
体
に
委
託
し
て
行
っ
て
お
り

計
画
通
り
で
す
。

　
　
　

農
業
分
野
緊
急
雇
用
事
業

　
　
　

委
託
の
内
容
は
。

（
質
疑
の
一
部
を
掲
載
）

　
　
　

農
業
法
人
に
委
託
し
て
２

　
　
　

人
を
雇
用
し
、
担
い
手
育

成
と
農
作
業
受
託
、
竹
パ
ウ
ダ
ー

加
工
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　

竹
パ
ウ
ダ
ー
用
備
品
１
６

　
　
　

０
万
円
と
米
粉
生
産
用
備

品
７
８
０
万
円
の
内
容
と
設
置
場

所
は
。

　
　
　

竹
パ
ウ
ダ
ー
は
酸
化
を
防

　
　
　

ぐ
た
め
に
10
㎏
真
空
パ
ッ

ク
の
袋
詰
め
機
械
の
購
入
で
松
川

字
前
木
地
内
に
設
置
し
、
米
粉
は

消
費
拡
大
等
を
目
的
に
お
ふ
く
ろ

の
駅
に
設
置
し
有
料
で
利
用
し
て

も
ら
う
考
え
で
す
。

　
　
　

㈱
お
ふ
く
ろ
の
駅
出
資
金

　
　
　

は
増
資
な
の
か
。

　
　
　

委
託
料
で
運
営
さ
れ
て
き

　
　
　

た
が
、
株
式
化
に
よ
り
今

後
の
運
営
資
金
と
し
て
８
０
０
万

円
を
出
資
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

町
有
林
等
間
伐
委
託
料
８

　
　
　

０
０
万
円
は
、
ど
こ
の
間

伐
な
の
か
。

　
　
　

山
上
字
中
ノ
内
、
戸
草
地

　
　
　

内
の
町
有
林
の
間
伐
を
行

う
た
め
の
委
託
料
で
す
。

審
議
議
案　
一
般
会
計

QQ

QQQQQQ

QQ QQQQQQ AAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAA
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千
年
の
森
育
成
補
助
３
２

　
　
　

６
６
万
円
は
前
年
度
に
比

べ
７
０
０
万
円
程
増
額
と
な
っ
た

が
、
ほ
ぼ
目
標
に
近
づ
い
た
の
か
。

　
　
　

こ
の
事
業
は
、
国
庫
補
助

　
　
　

へ
の
上
乗
せ
と
、
補
助
が

付
か
な
い
間
伐
・
搬
出
・
路
網
整

備
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
、

更
に
推
進
す
る
た
め
増
額
の
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

道
路
改
良
費
の
委
託
料
の

　
　
　

内
容
は
。

　
　
　

道
路
改
良
工
事
関
係
と
橋

　
　
　

り
ょ
う
新
築
工
事
関
係
の

２
つ
に
分
け
予
算
要
求
し
て
い
ま

す
。
道
路
改
良
は
、
町
道
竹
貫
田

い
わ
き
線
・
田
中
田
湯
ノ
口
線
等

の
委
託
で
す
。
橋
り
ょ
う
工
事
に

つ
い
て
は
馬
場
橋
と
大
原
小
学
校

橋
の
基
本
調
査
費
で
す
。

　
　
　

学
校
給
食
調
理
業
務
は
、

　
　
　

８
４
６
７
万
円
で
鮫
川
村

に
委
託
す
る
が
、
そ
の
鮫
川
村
給

食
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
は
全
国
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
上
位
入
賞
を
獲
得
し

た
が
、
町
で
は
そ
の
点
が
ふ
れ
ら

れ
て
い
な
い
、
委
託
に
対
す
る
意

識
は
。

　
　
　

全
て
任
せ
て
い
る
の
で
は

　
　
　

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
給
食

協
議
会
が
あ
り
、
お
互
い
に
協
議

を
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

小
学
校
費
に
非
常
勤
講
師

　
　
　

賃
金
が
あ
り
ま
す
が
、
小

学
校
１
校
に
統
合
さ
れ
る
中
で
、

ど
う
い
う
形
で
配
置
が
行
わ
れ
る

の
か
。

　
　
　

特
別
支
援
教
室
関
係
の
支

　
　
　

援
と
、
１
年
か
ら
６
年
ま

で
の
ク
ラ
ス
支
援
の
形
で
２
人
が

対
応
し
ま
す
。

　
　
　

小
学
校
費
の
遠
距
離
通
学

　
　
　

援
助
費
５
０
８
万
円
の
内

容
は
。

　
　
　

小
学
校
児
童
の
通
学
に
係

　
　
　

る
路
線
バ
ス
定
期
券
の
購

入
費
で
す
。

　
　
　

中
学
校
費
の
備
品
購
入
５

　
　
　

２
７
万
円
は
、
新
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
く
武
道
関
係
の
教

材
備
品
か
、
ま
た
武
道
は
何
の
種

目
を
選
択
し
た
の
か
。

　
　
　

武
道
関
係
用
具
と
理
科
関

　
　
　

係
の
も
の
を
含
ん
だ
も
の

で
す
。
種
目
は
柔
道
と
剣
道
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

社
会
教
育
活
動
委
託
料
が

　
　
　

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
小

学
校
の
廃
校
に
伴
う
、
活
動
促
進

と
し
て
の
各
地
区
５
万
円
が
こ
こ

に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

質
問
の
と
お
り
50
万
円
増

　
　
　

額
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

予
算
審
議
の
中
で
い
く
つ

　
　
　

か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

た
。
現
在
危
急
存
亡
の
大
き
な
危

機
に
直
面
し
て
お
り
、
今
後
は
国

県
か
ら
の
助
成
等
も
変
更
が
予
測

さ
れ
る
の
で
、
重
点
事
業
を
よ
く

選
別
し
、
必
要
な
も
の
か
ら
着
手

し
十
分
検
討
し
た
中
で
進
め
て
ほ

し
い
。
答
弁
は
い
り
ま
せ
ん
。

間伐材

老人クラブ活動

借入金（元金・利子）
の返還に係る費用

商工業と観光及び労
働に関する費用

※人口は5,990人として算定

公債費
87,638円

一般、広報、財政、
財産、税、戸籍、選
挙等の費用

保健予防・検診やご
み、し尿等の環境衛
生の費用

総務費
115,284円

衛生費
43,888円

社会福祉（生活、障
がい、高齢）、児童
福祉等費用

道路橋りょうや河
川、住宅等の維持管
理費等

民生費
135,588円

土木費
39,027円

義務教育、社会教育、
保健体育等の費用

消防設備や消防団、
広域消防組合の費用

教育費
107,091円

消防費
29,130円

農業委員会、農業（農
業・畜産・農地）林
業の費用

議会運営に係る全て
の費用

農林水産業費
70,879円

議会費
16,550円

商工労働費
19,338円

666,950円

予備費　2,537円

町民一人当たり町民一人当たり
の金額の金額

23年度一般会計

QQ QQ

QQQQQQQQ

QQQQ

AAA AAA

AAAAAA

AAA AAA

AAA
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岡
部
淳
一
議
員

　
　
　

今
置
か
れ
て
い
る
自
営
業

者
の
仕
事
の
問
題
を
考
え
る
時
に

町
と
し
て
も
っ
と
幅
広
い
形
で
の

事
業
の
展
開
に
も
う
一
歩
踏
み
込

む
べ
き
と
考
え
る
。
学
童
保
育
で

は
長
期
休
業
中
の
展
開
に
つ
い
て

は
近
隣
町
村
ど
こ
で
も
行
っ
て
い

る
現
状
で
再
考
す
べ
き
と
思
う
。

廃
校
利
用
・
跡
地
利
用
で
は
多
く

の
問
題
点
が
あ
り
検
討
す
べ
き
で

あ
り
反
対
し
ま
す
。

　
　
　

鈴
木
昭
生
議
員

　
　
　

町
政
執
行
上
必
要
な
予
算

で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
し
ま
す
。

　
　
　
　

賛
成
起
立
者
多
数
（
賛

　
　
　
　

成
12
反
対
１
）に
よ
り
、

　
　
　
　

可
決
決
定
す
る
。

　
　

今
年
度
の
保
険
税
は
、
引
き

上
げ
に
な
る
の
か
。

　
　

予
算
の
中
で
は
、
被
保
険
者

１
人
当
た
り
１
万
円
の
値
上
げ
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　

全
国
的
に
引
き
下
げ
が
叫
ば

れ
る
中
で
あ
り
、
基
金
の
取
り
崩

し
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

基
金
の
取
り
崩
し
は
難
し
い

状
況
で
あ
る
が
、
国
保
税
の
本
算

定
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　
　
　

岡
部
淳
一
議
員

　
　
　

現
在
の
国
保
税
の
推
移
を

も
っ
て
し
て
も
払
え
な
い
状
況
に

あ
る
と
い
う
町
民
も
多
数
い
ま
す
。

こ
の
状
況
の
中
で
、
１
人
１
万
円

の
引
き
上
げ
は
、
大
変
な
負
担
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
町

民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
反
対

し
ま
す
。

　
　
　

鈴
木
昭
生
議
員

　
　
　

現
在
の
社
会
情
勢
の
中
で

国
民
健
康
保
険
を
運
営
し
て
い
く

た
め
に
は
、
止
む
を
得
な
い
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
財
源
の
確

保
と
医
療
費
の
適
正
支
出
を
お
願

い
し
賛
成
し
ま
す
。

　
　
　
　

賛
成
起
立
者
多
数
（
賛

         　

成
11
反
対
２
）に
よ
り
、

         　

可
決
決
定
す
る
。

　
　

今
回
の
地
震
で
若
神
子
が
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
概
算
で
の

被
害
額
が
わ
か
れ
ば
。

　
　

応
急
的
な
措
置
は
講
じ
て
い

き
ま
す
が
、
国
の
災
害
復
旧
支
援

事
業
が
ま
と
ま
っ
た
中
で
補
正
予

算
を
組
む
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
　

今
回
の
箇
所
も
仙
石
の
集
落

排
水
の
地
盤
の
問
題
と
関
連
し
て

い
る
と
思
う
。
そ
の
辺
を
踏
ま
え

設
定
場
所
等
に
つ
い
て
は
慎
重
に

お
願
い
す
る
。

1,500
10
年

11
年

12
年

13
年

14
年

15
年

16
年

17
年

18
年

19
年

20
年

21
年

22
年

1.5億円
2億円
2.5億円
3億円
3.5億円
4億円
4.5億円
5億円

医療費

被保険者数被保険者数と医療費の推移

2,000

2,500

3,000

3,500
（人）

3,181 3,122 3,167 3,104
3,254 3,187 3,142

2,791

1,970 1,903 1,835

総医療費
線形（総医療費）

診療報酬　△3.16

診療報酬　△2.70

←後期高齢者
　医療制度施行により

3,040 2,953

国
民
健
康
保
険

林
業
集
落
排
水

地震で被害を受けた若神子排水処理施設

最
低
賃
金
な
ど
３
つ
の
意
見
書
を
国
へ
提
出

非
核
・
平
和
の
ま
ち
宣
言

　

我
が
国
は
世
界
で
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
り
、
広
島
、
長
崎
の
悲
劇

は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
世
界
の
恒
久
平
和
は
、
人

類
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
我
々
は

こ
の
理
想
実
現
の
た
め
努
力
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

古
殿
町
議
会
は
、
日
本
国
憲
法

の
精
神
と
国
是
で
あ
る
非
核
三
原

則
に
基
づ
き
、
住
民
の
生
命
と
生

活
を
守
る
た
め
、
核
兵
器
の
廃
絶

と
軍
縮
を
求
め
、
恒
久
平
和
の
実

現
を
目
指
し
、
こ
こ
に
「
非
核
・

平
和
の
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
宣

言
し
ま
す
。

　

以
上
決
議
す
る
。

　

平
成
23
年
３
月
15
日

　
　
　
　
　

福
島
県
古
殿
町
議
会

◎
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

　
「
提
出
者　

福
島
県
連
合
会
石
川
地
区
連
合
会　

議
長　

橋
本　

亀
」

　
　

審
議
の
結
果　
　
　

採
択

　
（
意
見
書
提
出
先
）
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

◎
公
契
約
に
関
す
る
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

　
「
提
出
者　

福
島
県
連
合
会
石
川
地
区
連
合
会　

議
長　

橋
本　

亀
」

　
　

審
議
の
結
果　
　
　

採
択

　
（
意
見
書
提
出
先
）
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

◎
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
請
願

　
「
福
島
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長　

斎
藤
富
春
」

　
　

審
議
の
結
果　
　
　

採
択

　
（
意
見
書
提
出
先
）
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

非
核
・
平
和
の
ま
ち
宣
言
を
決
議

採
決

採
決

討　

論

討　

論

討　

論

討　

論

反
対

反
対

賛
成

賛
成

質　

疑

質　

疑

質　

疑

質　

疑

QQQQ

QQ

AAA

QQ

AAA

AAA



集
会
所
等
の
管
理
者
を
指
定

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
年
間
）
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各 会 計 予 算 の 補 正 状 況
（全額は１万円以上を表示）

※各会計とも全会一致で可決決定される。

会　　計　　区　　分 今回補正した金額 補正後の予算総額

一　　般　　会　　計 △２, ８３９万円 ４０億３, ０２４万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 △３, ２４２万円 ６億６, ５５２万円

簡 易 水 道 △１１万円 ８, ７８９万円

農 業 集 落 排 水 △１３８万円 ７, ４８１万円

林 業 集 落 排 水 △７５万円 ２, ３２１万円

介 護 保 険 △１, ７１５万円 ５億４, ８４０万円

　

奨
学
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
改
正

　

奨
学
金
の
貸
付
単
価
を
平
均
４
割
程
度
引
き
上
げ
、
国

公
立
と
私
立
の
区
分
を
一
本
化
し
た
。

高
校
（
一
律
）　

月
額
２
万
円

専
門
学
校　
月
額
３
万
円

大
学
（
一
律
）　

月
額
４
万
円

　

委
員
会
活
動
は
当
初
の
予
定
を
取
り
止
め
、
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
を
、
総
務
、
産

業
建
設
合
同
で
調
査
し
ま
し
た
。

　

公
の
施
設
に
係
る
条
例
に
基
づ
く
指
定

　

町
内
に
あ
る
、
集
会
セ
ン
タ
ー
等
34
施
設
の
指
定
の
期

間
が
、
３
月
で
満
了
と
な
る
の
で
、
新
た
に
５
年
間
の
指

定
を
行
う
。

　

管
理
者
は
、
法

人
又
は
公
共
団
体

若
し
く
は
公
共
的

団
体
等
。（
平
成

23
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
）

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
３
月
14
日

　

町
の
被
害
概
要

・
人
的
被
害　
　

な
し

・
自
主
避
難　
　

13
人

・
住
宅
被
災　
　

４
４
３
件

・
公
共
施
設
被
害

①
道　
　

路　
　

42
箇
所

　
　
　
　
　
　
（
地
割
れ
等
）

②
上
下
水
道　
　

３
施
設

③
建　
　

物　
　

16
施
設

　
　
　
　
（
ガ
ラ
ス
割
れ
等
）

・
被
災
ゴ
ミ
の
取
扱

　

屋
根
瓦
の
処
理
（
ス
ト
ッ
ク
）

　今回の地震で、特に被害の大きかっ
た町民第１体育館、滝ノ平集会所付近
の土砂崩れを中心に現状を調査した。

論田区が管理している「論田ふれあいセンター」

松川　三株団地の土砂崩れ現場

地震により壊れた屋根瓦を一時集積

奨
学
資
金
の
貸
付
単
価
を
増
額
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近
こん

内
ない

　光
こう

英
えい

 議員

診
療
所
の
契
約
内
容
は

　
　
　

１
点
目　

前
回
、
４

年
前
の
確
認
事
項
に
基
づ
き

有
償
契
約
と
し
た
い
旨
の
申

し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

２
点
目　

現
行
の
診
療
所
開

設
に
関
す
る
協
定
書
に
基
づ

き
、
無
償
が
前
提
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
が
、
協
議
の

中
で
、
有
償
契
約
と
す
る
合

意
を
得
て
ま
す
。

無
償
契
約
か
ら
今
後
は
有
償
契
約
で

　
　

町
が
診
療
所
と
取
り
交

わ
し
た
協
定
書
の
中
で
、
協

定
内
容
等
で
疑
義
が
発
生
し

た
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
甲

乙
協
議
の
う
え
定
め
る
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
項
目
を
引

用
し
質
問
し
ま
す
。

　

過
般
の
全
員
協
議
会
で
、

ふ
る
ど
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
の

町
所
有
物
件
の
賃
貸
借
契
約

の
経
過
報
告
を
な
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
交
渉
の
詳

細
な
経
過
説
明
を
願
い
ま
す
。

第
１
点　

町
側
は
誓
約
書
を

含
め
て
ど
ん
な
要
求
を
し
た

の
か
。

第
２
点　

ク
リ
ニ
ッ
ク
側
の

対
応
及
び
返
答
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
。

第
３
点　

将
来
を
見
据
え
、

い
か
な
る
事
態
に
も
対
応
で

き
る
弾
力
的
な
契
約
と
す
べ

き
で
あ
る
が
。

３
点
目　

今
回
の
協
議
・
更

新
に
伴
い
、
有
償
契
約
と
な

り
ま
す
が
、
町
民
の
健
康
管

理
を
担
う
診
療
施
設
で
あ
り

ま
す
の
で
、
法
規
に
基
づ
き

双
方
、
有
意
義
な
契
約
を
結

び
た
い
と
考
え
ま
す
。

公設民営の医療機関「ふるどのクリニック」

一般質問一般質問一般質問一般質問
町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

福祉バスでお年寄りが通院

Q

A

一般質問は、３月15日に８人の議員が12問の質問を行いました。質疑応答の一部を要約してお伝えします。

町
長
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一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

循
環
型
社
会
の
形
成
を　
　

　
　
　

１
点
目　

地
球
温
暖

化
防
止
対
策
の
貢
献
、
林
業

の
活
性
化
、
森
林
の
育
成
、

雇
用
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

２
点
目　

ボ
イ
ラ
ー
の
本
体

は
４
千
２
０
０
万
円
、
機
械

室
・
サ
イ
ロ
工
事
で
３
０
０

０
万
円
、
配
管
工
事
で
１
１

０
０
万
円
、
そ
の
他
で
す
。

３
点
目　

樹
皮
も
燃
料
に
利

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
を
選
定
し
た
。

４
点
目　

将
来
は
、
コ
ス
モ

ス
荘
へ
の
熱
源
を
供
給
す
る

計
画
で
す
。

５
点
目　

企
画
提
案
書
を
出

し
て
い
た
だ
く
、
プ
ロ
ポ
ザ

ー
ル
方
式
で
臨
み
ま
す
。

６
点
目　

町
民
プ
ー
ル
を
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に

す
る
こ
と
で
、
１
５
０
ｔ
の

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
な
り

ま
す
が
、
経
費
を
踏
ま
え
る

と
、
取
り
組
み
難
い
面
も
あ

る
が
、
総
体
的
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

７
点
目　

木
質
燃
料
ボ
イ
ラ

ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

森
林
資
源
の
積
極
的
活
用
を

図
り
、
当
面
は
町
外
業
者
か

ら
木
質
燃
料
を
購
入
す
る
予

定
で
す
が
、
将
来
的
に
は
町

内
生
産
を
目
指
す
こ
と
で
、

雇
用
の
確
保
、
林
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

＊
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

　

大
企
業
等
に
よ
る
、技
術
・

資
金
等
の
支
援
を
受
け
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
認
定
を

受
け
る
。

＊
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

　

市
民
・
企
業
・
自
治
体
・

政
府
等
が
、
温
室
効
果
ガ
ス

を
削
減
し
、
削
減
困
難
な
場

合
、
他
の
場
所
で
の
削
減
・

吸
収
量
を
購
入
す
る
仕
組
み
。

林
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
熱
利
用
を
重
点
テ
ー

マ
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、
町
民
プ

ー
ル
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

森
林
の
整
備
・
育
成
か
ら
利

用
と
、
町
の
施
策
の
大
き
な

柱
と
な
っ
て
お
り
、
継
続
性

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
と
考
え
ま
す
。
町
に
と

っ
て
有
益
な
事
業
を
展
開
し

地
球
規
模
の
温
暖
化
対
策
、

町
の
森
林
資
源
を
生
か
し
た

循
環
型
社
会
の
形
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
、
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

反
面
、
課
題
等
も
提
示
さ

れ
て
お
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
に
あ
た

っ
て
の
考
え
方
、
今
後
の
展

望
を
伺
い
ま
す
。

チップを熱源としたボイラー

移動式破砕機によるチップ生産

Q

A

第
１
点　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
に
あ
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

第
２
点　

町
民
プ
ー
ル
に
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が

１
億
５
０
０
０
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は

概
算
で
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

第
３
点　

導
入
コ
ス
ト
は
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
が
安
い
が

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
が
安
い
と
い
わ

れ
る
が
、
機
種
選
定
に
あ
た

っ
て
の
検
討
内
容
は
何
か
。

第
４
点　

将
来
コ
ス
モ
ス
荘

に
熱
源
を
供
給
す
る
計
画
で

ボ
イ
ラ
ー
の
規
格
を
選
定
し

て
い
る
の
か
。

第
５
点　

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入

業
者
の
選
定
は
、
ど
の
よ
う

な
方
法
を
と
る
の
か
。

第
６
点　

温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
削
減
の
た
め
の
取
り

組
み
で
、
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
あ
る
い
は
、
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
制
度
を
利
用
し

て
認
証
を
受
け
る
の
か
。

第
７
点　

将
来
的
に
は
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す

る
の
か
。

町
長
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岡
おか

部
べ

　政
まさ

一
いち

 議員

　
　

閉
校
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
に
何
の

説
明
も
な
く
、
２
月
23
日
の

福
島
民
報
に
掲
載
さ
れ
た
跡

地
利
用
の
方
針
は
大
き
な
反

響
を
呼
び
ま
し
た
。

第
１
点　

跡
地
利
用
検
討
部

会
の
答
申
で
は
説
明
を
十
分

に
図
ら
れ
た
い
と
あ
る
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

跡
地
利
用
、
地
域
住
民
に
説
明
を

第
２
点　

大
原
跡
地
は
な
ぜ

貯
木
場
で
の
利
活
用
な
の
か
。

第
３
点　

大
原
小
学
校
橋
の

架
け
替
え
は
最
良
策
な
の
か
。

第
４
点　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
や
緊
急
災
害
避

難
場
所
の
確
保
等

の
要
望
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

適切な介護サービスを
「ケアプランの作成」（コスモス荘）

　
　
　

１
点
目　

現
在
、
難

視
聴
地
域
は
26
地
区
１
６
６

世
帯
、
放
送
開
始
に
間
に
合

わ
な
い
地
域
、
18
地
区
90
世

帯
が
暫
定
衛
星
放
送
に
な
り

ま
す
。

２
点
目　

デ
ジ
サ
ポ
が
窓
口

　
　
　

１
点
目　

パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
全
世
帯
に
配
布

し
周
知
を
図
っ
て
い

ま
す
。

２
点
目　

隣
接
町
村

に
あ
り
、
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
点
目　

月
、
千
円

相
当
額
上
が
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

４
点
目　

石
川
福
祉

会
と
協
議
し
て
、
施

設
の
増
床
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。

で
対
応
し
ま
す
が
町
と
し
て

出
来
得
る
支
援
は
し
ま
す
。

３
点
目　

町
単
独
補
助
金
、

22
・
23
年
度
分
と
し
て
、
２

６
９
８
万
円
。
平
成
27
年
３

月
ま
で
は
、
同
様
の
支
援
を

し
ま
す
。

施
設
の
増
床
計
画
を
進
め
る

平
成
27
年
ま
で
補
助
・
支
援

　
　

わ
が
町
の
高
齢
化
率
は

30
％
で
す
。
そ
の
内
の
半
分

が
後
期
高
齢
者
で
占
め
て
い

ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
65
歳

以
上
に
な
る
と
、
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
「
超
高

齢
化
社
会
」
が
到
来
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
よ
り
良
い
充

実
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
環
境

を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

テ
レ
ビ
放
送
が
７
月
24

日
か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
化
さ
れ
ま
す
。
難
視
聴
世

帯
が
90
件
あ
る
と
報
道
さ
れ

た
が
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
。

第
１
点　

現
在
、
難
視
聴
地

第
１
点　

介
護
制
度
の
利
用

の
周
知
、
啓
蒙
の
徹
底
は
し

て
い
る
の
か
。

第
２
点　

地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
か
。

第
３
点　

地
域
密
着
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
れ
ば
ど
の
位
の

基
準
額
に
な
る
の
か
。

第
４
点　

住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
考
え
て
い
る
か
。

域
は
何
箇
所
あ
る
の
か
。

第
２
点　

難
視
聴
地
域
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る

の
か
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

第
３
点　

難
視
聴
対
策
に
町

の
補
助
は
い
く
ら
に
な
る
の

か
、
今
後
も
続
け
る
の
か
。

介
護
施
設
を
増
や
せ
な
い
か

テ
レ
ビ
の
難
視
聴
地
域
の
対
策
は

一 般 質 問

Q

Q

Q

A

A

　
　
　

１
点
目　

区
総
会
等

で
説
明
を
し
ま
す
。

２
点
目　

林
業
関
連
施
設
の

適
地
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
点
目　

架
け
替
え
が
最
良

と
考
え
、
調
査
費
を
計
上
し

総
事
業
費
２
億
円
は
架
け
替

え
が
可
能
と
さ
れ

た
場
合
の
予
定
事

業
費
で
す
。

４
点
目　

検
討
は

さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

説
明
会
を
実
施
す
る

A

林業関連施設として計画されている旧大原小学校

町
長

町
長

町
長



一 般 質 問

佐
さ

川
がわ

　勇
ゆう

司
じ

 議員

　

竹
パ
ウ
ダ
ー
ぢ
か
ら
で
、

　
　
　
　
　
　

町
特
産
品
開
発
を

　
　
　

１
点
目　

竹
肥
料
農

法
に
よ
り
ま
す
と
、
リ
ン
酸

と
デ
ン
プ
ン
を
含
み
、
健
全

な
根
を
伸
ば
し
、
有
機
栄
養

微
生
物
を
繁
殖
さ
せ
、
甘
み
・

旨
み
が
増
し
土
壌
病
害
が
抑

制
さ
れ
る
効
果
が
あ
る
と
、

認
識
し
ま
す
。

２
点
目　

栽
培
技
術
指
導
講

師
を
招
き
、
講
習
会
を
開
催

　

調
査
研
究
し
て
い
く

　
　

竹
林
の
環
境
整
備
事
業

は
森
林
環
境
の
整
備
、
農
耕

地
の
保
全
、
雇
用
の
創
出
等

期
待
で
き
る
事
業
と
認
識
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
廃
材
資

源
で
竹
パ
ウ
ダ
ー
も
製
造
さ

れ
、
農
作
物
等
利
用
に
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
聞

き
ま
す
。
竹
の
中
に
存
在
す

る
乳
酸
菌
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
力

で
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待

で
き
土
壌
改
良
、
食
品
加
工

効
果
、
体
臭
抑
制
、
肌
改
善

入
浴
剤
等
、
有
効
利
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

力
を
持
っ
た
竹
パ
ウ
ダ
ー
の

町
民
普
及
に
向
け
た
取
り
組

み
が
、
自
然
を
生
か
し
た
産

業
づ
く
り
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
力

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
見

解
か
。

第
２
点　

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
力

講
座
等
の
普
及
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

第
３
点　

竹
パ
ウ
ダ
ー
の
循

環
利
用
で
、
育
て
た
タ
ケ
ノ

コ
加
工
の
町
産
品
づ
く
り
は

ど
う
か
。

第
４
点　

米
粉
と
竹
パ
ウ
ダ

ー
成
分
配
合
の
特
産
品
、
う

ど
ん
や
食
パ
ン
づ
く
り
開
発

と
学
校
給
食
利
用
は
ど
う
か
。

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
普

及
促
進
に
つ
い
て
は
、
随
時

行
っ
て
行
き
ま
す
。

３
点
目　

タ
ケ
ノ
コ
水
煮
等

加
工
販
売
に
も
取
り
組
む
予

定
で
す
。
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
利

用
も
調
査
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

４
点
目　

魅
力
的
特
産
品
開

発
で
す
が
、
竹
成
分
の
取
り

出
し
等
、
調
査
研
究
し
、
専

門
者
に
相
談
し
ま
す
。

Q

A

色々な活用が検討されている「竹パウダー」

伐採した竹材の粉砕作業
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長



体
験
通
学
を
し
て
安
全
の
点
検
を

一 般 質 問

関
せき

根
ね

　角
すみ

男
お

 議員

　
　
　

１
・
２
点
目　

関
連

が
あ
る
の
で
併
せ
て
答
弁
し

ま
す
。
指
摘
の
と
お
り
児
童

の
通
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
護
者
も
心
配
し
て
い
る
こ

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
安
全
対
策
は

　
　

町
内
小
学
校
は
、
学
校

を
中
心
に
地
域
の
伝
統
文
化

を
継
承
し
つ
つ
、
親
睦
を
深

め
る
場
と
し
て
身
近
な
も
の

だ
っ
た
。
時
代
の
流
れ
に
よ

り
１
校
に
統
合
さ
れ
て
閉
校

と
な
り
、
廃
校
と
い
う
現
実

を
目
前
に
す
る
と
、
期
待
と

不
安
に
な
り
ま
し
た
と
多
く

の
保
護
者
か
ら
様
々
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
多
い
の
は
、
安
全
対
策
で

あ
り
次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

第
１
点　

通
学
バ
ス
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
。

第
２
点　

道
路
を
横
断
す
る

た
め
の
対
策
に
つ
い
て
。

第
３
点　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

座
席
確
保
に
つ
い
て
。

と
か
ら
、
去
る
２
月
23
日
に

は
、
平
成
23
年
度
入
学
児
童

を
含
め
た
全
児
童
を
対
象
に

体
験
通
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
注
意
す
る
点

全児童を対象に体験通学を実施（２月23日）

何よりも児童の安全“地域全体で見守りを”

指
導
を
要
す
る
点
な
ど
に
つ

い
て
整
理
し
安
全
点
検
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
４
月
か
ら
の
交
通
安
全

街
頭
指
導
に
つ
き
ま
し
て
も

交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全

母
の
会
、
防
犯
推
進
協
議
会

等
、
各
種
団
体
の
協
力
に
よ

り
、
万
全
な
態
勢
で
取
り
組

む
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
学
校
に
お
い

て
は
、
児
童
に
対
し
、
通
学

中
の
道
路
横
断
時
の
注
意
点

を
含
め
た
交
通
指
導
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
安

全
対
策
に
つ
い
て
必
要
な
点

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

協
議
し
改
善
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

３
点
目　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

座
席
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

６
コ
ー
ス
の
運
行
と
な
り
ま

す
が
、
各
コ
ー
ス
利
用
児
童

の
人
数
に
合
わ
せ
た
座
席
が

確
保
で
き
る
バ
ス
で
運
行
し

ま
す
。　

QA
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一 般 質 問

岡
おか

部
べ

　淳
じゅん

一
いち

 議員

学
校
跡
地
と
廃
校
利
用
の
基
本
は

公
共
施
設
に
難
聴
者
対
策
の

磁
気
シ
ス
テ
ム
を

そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

第
２
点　

自
殺
対
策
事
業
の

具
体
的
内
容
は
。

第
３
点　

町
産
材
利
用
支
援

事
業
の
拡
充
に
、
な
ぜ
関
連

業
者
支
援
は
考
え
な
か
っ
た

の
か
。

第
４
点　

大
原
小
、
橋
掛
け

替
え
に
よ
る
事
業
実
施
の
方

向
性
と
は
何
か
。

第
５
点　

既
成
宅
地
防
災
工

事
助
成
の
本
質
的
意
味
合
い

は
。

第
６
点　

幼
保
一
体
化
事
業

は
、
ど
ん
な
形
態
の
一
体
化

を
目
指
す
の
か
。

第
７
点　

学
校
跡
地
、
廃
校

利
用
は
基
本
的
に
委
員
会
の

答
申
を
基
に
し
た
も
の
な
の

か
。

検
討
委
員
会
の
報
告
内
容
を
尊
重

　

導
入
は
考
え
て
い
な
い

　
　
　

１
点
目　
（
答
弁
は

あ
り
ま
し
た
が
、
大
震
災
に

よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。）

２
点
目　

講
演
会
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
、
相
談
室
改
修

工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

３
点
目　

支
援
事
業
に
お
い

て
の
施
工
業
者
は
、
地
元
業

者
施
工
を
規
定
し
て
い
る
の

で
間
接
的
に
支
援
に
つ
な
が

て
い
る
。

　
　
　

１
点
目　

補
聴
器
等

給
付
事
業
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

２
点
目　

現
在
の
と
こ
ろ
、

そ
の
よ
う
な
話
は
聞
い
て
い

ま
せ
ん
。

４
点
目　

岡
部
政
一
議
員
に

答
弁
し
た
と
お
り
で
す
。

５
点
目　

安
全
・
安
心
の
確

保
、
住
宅
の
建
て
替
え
に
伴

う
費
用
負
担
軽
減
、
町
内
定

住
促
進
を
目
的
と
し
て
の
助

成
制
度
の
創
設
で
す
。

６
点
目　

複
合
型
施
設
と
し

て
、
幼
稚
園
と
保
育
園
を
併

設
す
る
形
と
認
定
こ
ど
も
園

３
点
目　

そ
う
し
た
シ
ス
テ

ム
が
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
ま
す
。

４
点
目　

現
時
点
で
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　
　

23
年
度
主
要
事
業
は
過

去
４
年
間
で
一
番
多
い
予
算
、

前
年
度
比
で
３
億
９
６
０
０

万
円
の
増
に
な
る
旨
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
今
、
町
民
の

声
は
、「
人
口
減
に
よ
る
町

の
将
来
、
現
役
世
代
の
雇
用

と
失
業
問
題
、
就
職
で
き
な

い
子
供
た
ち
、
あ
と
を
継
げ

な
い
自
営
業
者
の
跡
継
ぎ
、

農
業
で
は
食
っ
て
い
け
な
い

後
継
者
」
日
本
全
体
の
問
題

に
し
て
古
殿
町
の
問
題
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
23

年
度
施
策
を
よ
り
町
民
生
活

に
根
ざ
し
た
も
の
に
す
る
た

め
次
の
点
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

第
１
点　

日
本
再
発
見
塾
の

取
り
組
み
、
何
を
学
び
、
何

を
再
発
見
し
て
今
後
に
生
か

　
　

現
在
、
国
民
の
十
人
に

一
人
が
難
聴
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
難
聴
に
な
る
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
い
か
ず
、
社
会
や
家
族
か

ら
孤
立
し
た
り
認
知
症
や
寝

た
き
り
、
介
護
状
態
に
な
り

易
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
や
さ
し
い
町
づ
く

り
の
観
点
か
ら
、
公
共
施
設

に
お
い
て
の
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
次
の
点
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

現
在
ま
で
進
め
て

き
た
難
聴
者
対
策
は
。

第
２
点　

役
場
窓
口
を
含
む

各
施
設
対
応
で
、
難
聴
問
題

は
あ
っ
た
か
。

第
３
点　

磁
気
ル
ー
プ
シ
ス

テ
ム
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
が
、
認
識
は
あ
る

か
。

第
４
点　

公
共
施
設
へ
の
磁

気
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
導
入

に
伴
う
補
聴
器
購
入
補
助
に

つ
い
て
考
え
る
べ
き
と
思
う

が
見
解
は
。

Q

A

A Q と
し
て
開
設
す
る
方
向
が
あ

り
ま
す
。

７
点
目　

施
策
の
展
開
と
計

画
は
、
行
政
需
要
に
適
合
し

た
内
容
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
段
階
で
は
報
告
内
容
を
尊

重
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

架け替えが計画されている「町道大原小学校線・橋りょう」町
長

町
長
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一 般 質 問

高
たか

木
ぎ

　節
せつ

男
お

 議員

　
　
　

１
点
目　

昔
は
、
役

畜
を
飼
養
す
る
た
め
、
採
草

地
が
あ
り
ま
し
た
が
、
機
械

化
に
よ
り
採
草
地
の
必
要
も

な
く
な
っ
た
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
牛
、
羊
の
放
牧
支
援

事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
取
り
組
ん
で

昔
の
産
品
の
活
用
を
考
え
て
は

対
策
事
業
は
積
極
的
な

　
　
　
　
　
　

町
民
参
加
型
で

　
　

12
月
議
会
で
は
、
先
人

が
残
し
た
歴
史
的
町
民
共
通

財
産
の
保
存
継
承
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
生

活
の
糧
と
し
、
自
然
と
地
理

的
、
地
形
的
条
件
か
ら
、
先

人
が
営
ん
で
き
た
歴
史
的
産

業
を
ど
の
様
に
活
か
す
の
か

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

わ
が
町
は
、
地
形

的
条
件
か
ら
、
米
、
麦
、
雑

穀
等
の
生
産
は
自
給
程
度
の

も
の
で
、
松
川
円
福
寺
の
僧

が
、
自
家
用
煙
草
を
作
っ
た

の
が
始
め
と
さ
れ
る
松
川
葉

水
戸
藩
の
特
産
の
こ
ん
に
ゃ

く
の
栽
培
、
白
河
藩
の
推
進

し
た
馬
の
生
産
な
ど
が
収
入

源
の
大
き
な
産
業
で
し
た
。

馬
産
地
の
適
地
と
し
て
、
昭

和
20
年
当
時
は
、
12
の
放
牧

地
と
16
の
採
草
地
、
と
く
に

三
株
山
一
帯
は
、
幕
政
時
代

か
ら
放
牧
地
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
馬
の
産
地

と
し
て
適
し
た
地
形
的
条
件

と
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
か

し
た
産
業
の
計
画
な
ど
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

第
２
点　

昭
和
20
年
代
に
は

緬
羊
王
国
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
歴
史
的
産
業
と
し
て
、

活
用
す
る
計
画
な
ど
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

い
た
だ
け
な
い
状
況
で
す
。

２
点
目　

緬
羊
の
衰
退
に
つ

い
て
は
、
衣
類
も
化
学
繊
維

に
押
さ
れ
羊
毛
の
活
用
が
減

り
、
時
代
の
変
換
と
捉
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
産
業
と
し

て
復
活
す
る
こ
と
は
、
難
し

さ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

希望が少なく進まない羊放牧支援事業

立地条件にあった適地適作の推進を

Q

A

３
点
目　

こ
ん
に
ゃ
く
生
産

が
激
減
さ
れ
た
時
期
か
ら
利

用
さ
れ
な
い
農
地
が
増
え
、

農
産
物
価
格
の
低
迷
が
続
く

中
、
農
業
の
担
い
手
が
減
少

し
て
い
る
の
が
、
一
つ
の
要

因
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

活
用
対
策
に
つ
い
て
は
、

梅
、
柿
、
た
ら
の
芽
、
ふ
き

の
と
う
の
生
産
、
牛
、
羊
の

放
牧
な
ど
の
事
業
は
進
め
て

お
り
、
系
統
出
荷
や
直
売
所

で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
多
少

な
り
と
も
成
果
は
あ
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
対

策
に
つ
い
て
は
今
後
も
進
め

て
行
く
事
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
農
業
者
の
方
々
も
こ
の

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、
農
地
の
有
効

活
用
が
図
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

第
３
点　

時
代
の
変
化
と
共

に
遊
休
農
地
が
進
む
中
で
、

解
消
活
用
対
策
の
成
果
と
今

後
の
対
応
策
な
ど
は
あ
る
の

か
。

町
長
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県内１本桜番付で上位にランクされた
「越代のサクラ」

流鏑馬継承のため導入された３頭の馬

有効活用が望まれる廃校跡地「旧論田小学校」

一 般 質 問

佐
さ

藤
とう

　一
かず

夫
お

 議員

　

主
要
事
業
の
ね
ら
い
は

伝
統
継
承
と
地
域
活
性
化
を
目
指
す

　
　
　

１
点
目　

福
島
県
内

一
本
桜
番
付
表
で
３
番
目
に

ラ
ン
ク
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
以
上
の
来
場
が
予
想
さ
れ

駐
車
場
確
保
の
た
め
、
９
３

０
㎡
の
土
地
を
購
入
す
る
考

え
で
す
。

２
点
目　

馬
の
購
入
費
１
８

０
万
円
、
厩
舎
造
成
建
設
１

０
８
０
万
円
、
管
理
費
６
５

１
万
円
、
蹄
鉄
交
換
、
保
険

料
等
１
０
９
万
円
、
施
設
整

備
で
２
７
８
万
円
、
合
計
２

４
０
８
万
円
で
す
。
一
頭
当

り
の
飼
育
管
理
費
用
は
７
万

円
で
、
今
後
は
飼
育
管
理
費

が
主
な
経
費
で
あ
り
、
流
鏑

馬
保
存
会
に
年
間
３
５
０
万

　
　

平
成
23
年

度
の
主
要
事
業

の
実
施
に
つ
い

て
、
事
業
目
的

費
用
対
効
果
、

目
指
す
べ
き
将

来
像
な
ど
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

第
１
点　

越
代

の
サ
ク
ラ
周
辺

整
備
事
業
に
お

け
る
土
地
購
入

の
必
要
性
と
、

第
３
点　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
事
業
が
説
明
書
に
記
載
さ

れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

第
４
点　

跡
地
利
用
方
針
決

定
の
経
過
と
、
住
民
へ
の
説

明
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た

の
か
。

今
後
の
整
備
の
あ
り
方
、
観

光
資
源
の
位
置
付
け
は
。

第
２
点　

町
で
購
入
し
た
馬

に
、
現
在
ま
で
の
投
資
額
、

飼
育
管
理
委
託
費
の
根
拠
、

保
存
会
と
の
関
わ
り
、
事
業

継
続
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

Q

A

円
を
支
出
し
管
理
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
伝
統
文

化
継
承
の
た
め
、
持
続
的
な

維
持
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

３
点
目　

複
数
年
契
約
の
債

務
負
担
で
あ
り
、
継
続
事
業

で
す
。
説
明
書
記
載
の
有
無

は
、
意
図
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

４
点
目　

解
体
事
業
等
の
予

算
計
上
は
、
小
学
校
統
合
委

員
会
か
ら
、
跡
地
利
用
検
討

結
果
を
受
け
、
職
員
で
構
成

す
る
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
会
お
よ
び
、
担
当
課
長
会

議
で
協
議
決
定
し
ま
し
た
。

　

対
象
行
政
区
の
説
明
に
つ

い
て
は
、
岡
部
政
一
議
員
に

答
弁
し
た
と
お
り
で
す
。

町
長
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国
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
に
伴
う

１
億
２
４
１
５
万
円
を
補
正

　

平
成
23
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
21
日
に
開
か
れ
、
国
の
円
高
・
デ
フ
レ
対

応
の
た
め
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
に
伴
う
地
域
活
性
化
交
付
金
の
交
付
が
あ
っ
た

た
め
、
社
会
基
盤
等
を
整
備
す
る
た
め
の
一
般
会
計
補
正
予
算
を
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　

交
付
金
の
使
途
の
、
基
本
的
な
考
え

　
　
　

方
は
。

　
　
　

地
域
活
性
化
と
社
会
資
本
の
整
備
が

　
　
　

柱
で
す
が
、
道
路
維
持
補
修
等
の
社

会
資
本
の
整
備
を
中
心
に
、
知
の
地
域
づ
く

り
の
た
め
の
図
書
費
等
の
購
入
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
　
　

松
川
字
荷
市
場
地
内
の
地
デ
ジ
中
継

　
　
　

施
設
工
事
負
担
金
が
あ
る
が
、
こ
れ

以
外
の
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

新
た
な
難
視
聴
対
策
と
し
て
大
久
田

　
　
　

・
上
山
上
を
中
心
に
進
め
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
事
業
化
が
見
込
め
な
い
た
め
に
ま

と
ま
り
次
第
進
め
ま
す
。

　
　
　

観
光
案
内
板
の
作
成
が
予
算
計
上
さ

　
　
　

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
内
容
は
。

　
　
　

越
代
の
サ
ク
ラ
や
古
殿
八
幡
神
社
の

　
　
　

よ
う
に
、
祭
り
等
で
大
勢
が
集
ま
る

場
所
に
、
町
全
体
の
観
光
案
内
を
し
よ
う
と

言
う
こ
と
で
、
案
内
板
を
設
置
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
鎌
倉
岳
や
大
風
渓
谷
等
に
あ
る

案
内
板
の
更
新
を
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。

　
　
　

大
変
な
金
額
で
の
補
正
予
算
だ
が
、

　
　
　

年
度
内
消
化
と
捉
え
て
良
い
の
か
。

　
　
　

光
を
当
て
る
交
付
金
（
図
書
費
等
）

　
　
　

は
基
本
的
に
年
度
内
に
、
き
め
細
か

な
交
付
金
（
社
会
資
本
の
整
備
）
に
つ
い
て

は
ほ
ぼ
繰
越
に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

図
書
館
に
購
入
す
る
図
書
の
選
定
は
、

　
　
　

住
民
の
要
望
等
に
基
づ
い
た
も
の
な

の
か
。

　
　
　

要
望
の
も
の
で
な
く
、
図
書
館
と
し

　
　
　

て
の
蔵
書
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

今
回
は
文
学
書
を
主
体
と
し
て
、
著
名
な
作

家
の
文
学
全
集
の
購
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

QQ

QQ

QQ AAA

AAAAAA

QQAAA

予算の補正状況
会計区分 今回補正した金額 補正後の予算総額

一般会計 １億２, ４１５万円 ４０億５, ８６３万円

歳入予算→国補助金8,543万円、繰入金（基金）3,872万円
歳出予算→総務費（地デジ化工事等）1,810万円、民生費（保育所改修）

220万円、農林水産業費（用排水路補修）500万円、商工
費（観光案内板作成）300万円、土木費（道路維持補修）
8,500万円、教育費（図書購入）1,085万円

古くなった観光案内板を更新

23.１.21

質　

疑

質　

疑

審
議
議
案
一
般
会
計
補
正
予
算

QQAAA
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その後のその後の
対　応対　応

今後の計画今後の計画

追跡追跡 その後
 どうなった？レポート

第第1４1４回回

　有害鳥獣被害対策として、協議会の設置と助言、指導、支援等にどの
ような考えか。

・古殿町有害鳥獣被害対策協議会設立　・有害鳥獣捕獲の担い手育成
・わな猟免許取得を推進　　　　　　　・電気牧柵による被害防止対策
・電気牧柵資材購入に 7割助成

　有害鳥獣を減らしていくために、“くくりわな”については、わな猟
免許取得者が個人で捕獲許可を受けた場合でも、わなの貸出しを行う。

増発する鳥獣被害にどう取り組むか？増発する鳥獣被害にどう取り組むか？テ
ー
マ

平成21年9月一般質問からQ

　町有害鳥獣捕獲隊で銃器等により捕獲が実施されています。また、自
衛手段として防護柵やネット柵等の設置のお願いをしています。今後、
近隣町村との連携を含めて取組を模索してまいります。

町　　長A

Q

A

電気牧柵

電気牧柵の対策により、イ
ノシシ被害が少なくなり、
防止効果は高い。

実際に導入した農家の声
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Ｆ
Ａ
Ｘ
0247－53 －4511 ☆組織と事業計画は。

６月上旬
次回の
定例会

　組合員数は101人で、組合長は矢吹孝夫
さんです。年間を通じて、草地と山林の
維持管理を主に行い、５～６月にわらび
園の開園、毎年５月の最終日曜日には三
株高原まつり、やぶさめ春の陣が盛大に
開催され、多くの人で賑わいます。

☆わらびを増やすのに、大変苦労していると
　聞きますが。
　自然のものですから、確
かに容易ではありません。
わらびの根を20センチ位に
切って増やしたり、閉園後
直ぐに下刈りをしたり、肥
料を振ったりして生育を促進しています。また、研
修等で学んだことは実践し、研究を続けています。

☆三株高原まつりは何回目ですか。
　昨年、第16回となる三株高原まつりを開催しま
した。毎年、組合の総力を結集して開催する一大イ
ベントです。沢山のお客さんにおいで頂き、阿武隈
高原の雄大な自然と多彩なイベントを満喫しながら
楽しんで帰られます。

☆牧野組合発足の経過は。
　三株山一帯は藩政時代から放牧地に使
用されていた歴史があり、昭和25年には
町内に12の放牧地と16の採草地がありま
した。その中でも下松川区の三株牧野放
牧地は広大に整備されました。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”“町政を知るよい機会”

三株牧野組合役員

毎年火入れを行い牧野の管理

わらび園の開園は大勢の人で賑わう

今回紹介しますのは 三株牧野組合 の皆さんです。今回紹介しますのは 三株牧野組合 の皆さんです。今回紹介しますのは 三株牧野組合 の皆さんです。

18ふるどの議会だより　第115号
平成23年４月20日発行


